


羽
う

毛
も う

をもつ恐
きょう

竜
りゅう

のなかから、前
ま え

あしの羽
う

毛
も う

がつばさ（とぶための羽
は ね

）にかわったものが
あらわれました。長

な が

い時
じ

間
か ん

をかけて前
ま え

あし全
ぜ ん

体
た い

がつばさに進
し ん

化
か

し、
つばさを上

じょう

下
げ

に羽
は

ばたかせて自
じ

由
ゆ う

に空
そ ら

をとべるようになったのです。
どうかわっていったのかを見

み

てみましょう。

前
まえ

あしにつばさがあり、手
て

首
くび

のほね
は鳥

とり

とにた動
うご

きができました。

つばさと長
なが

い尾
お

の先
さき

に尾
お

羽
ばね

をもち、
鳥
とり

ににたすがたをしていました。

もっとも古
ふる

い鳥
とり

のなかまのひとつで、
つばさを広

ひろ

げて短
みじか

いきょりをとぶこと
ができました。長

なが

い尾
お

羽
ばね

がありました。

現
げん

代
だい

の鳥
とり

とよくにたすがたで、尾
お

羽
ばね

のほねは短
みじか

く、前
まえ

あしにはかぎ
づめがありました。つばさで羽

は

ば
たいて、とぶことができました。

前
まえ

あしはつばさにかわり、体
からだ

の
ほねやきん肉

にく

も、とぶためにつ
ごうのよいつくりになりました。

空
そら

をとぶようになったのは、てきからにげたり食
た

べ物
もの

をさがしたりして、木
き

から
木
き

へとびうつったり坂
さか

道
みち

をかけのぼったりしているうちに、羽
は

ばたく力
ちから

をつけた
からではないか、などと考

かんが

えられています。つばさのほかにも、空
そら

をとぶのにつ
ごうのよい体

からだ

のつくりにかわっていきました。それらを見
み

ていきましょう。
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「始
し

祖
そ

鳥
ちょう

」とは、今
いま

から１億
おく

５000万
まん

年
ねん

ほど前
まえ

に生
い

きてい
たアーケオプテリクスという恐

きょう

竜
りゅう

の和
わ

名
めい

（日
に

本
ほん

のよび名
な

）
です。1861年

ねん

にはじめて見
み

つかった化
か

石
せき

は、恐
きょう

竜
りゅう

と鳥
とり

の
両
りょう

方
ほう

のとくちょうをもつすがたでした。恐
きょう

竜
りゅう

から鳥
とり

への進
しん

化
か

のひみつをとくヒントになる発
はっ

見
けん

として、世
せ

界
かい

中
じゅう

で知
し

ら
れています。
2009年

ねん

には、さらに1000万
まん

年
ねん

ほど古
ふる

い地
ち

層
そう

から、アン
キオルニスの化

か

石
せき

も見
み

つかったのです。

◀体
からだ

の大
おお

きさはカラ
スほどで、黒

くろ

く光
ひか

る
羽
はね

をもっていた。
▲アーケオプテリクスの化

か

石
せき

。つばさや羽
う

毛
もう

のあとが、
はっきりとのこっている。

▲ 4本
ほん

のあしにあるつばさを広
ひろ

げ
て、えものにとびかかったりした。
「始

し

祖
そ

鳥
ちょう

」とは「鳥
とり

の祖
そ

先
せん

」とい
う意

い

味
み

だが、現
げん

代
だい

の鳥
とり

ほどじょう
ずにはとべなかった。
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